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１．はじめに 

 橋梁の適切な維持管理による長寿命化のため，劣化した防食塗装の塗替えが周期的に行われる．塗り替え塗

装における旧塗装を除去する方法として加熱技術の適用が検討されている 1) 2)が，加熱が鋼部材の材料特性や

変形に与える影響については未だ不明確な点が多い．本稿では，塗装剥離に適する加熱方法および温度条件を

検討するための基礎的実験を実施した結果について報告する． 

２．加熱方法および加熱条件に関する検討 

150mm×70mm×6mmの SM400A鋼材の全面に重防食塗装（C-5塗装）を施し，実験供試体とした．供試体

の片面から，高周波誘導加熱装置あるいは電気抵抗ヒーターを用いて加熱した．加熱条件を表-1に示す．各条

件で供試体を加熱した直後に，スクレーパーおよびワイヤブラシを用いて塗装剥離を試みた． 

実験供試体の外観を図-1に示す．高周波誘導加熱，電気抵抗ヒーターのいずれの場合も 150℃の加熱では重

防食塗装の下塗りが残留し，塗装は剥離できなかった．200℃の加熱では素地鋼材がやや露出し，250℃の加熱

では素地鋼材の露出する面積が拡大した．重防食塗装を剥離するには 250℃程度の加熱が適切であることが分

かった．また，250℃に達するまでの時間は高周波誘導加熱と電気抵抗ヒーターとで大きく異なっていた． 

３．加熱により生じる変形の計測 

 鋼橋の面外ガセット構造を想定した溶接継手（図-2）を供試体として，高周波誘導加熱装置および電気抵抗

ヒーターを用いて塗装剥離実験および変形計測を実施した．供試体に熱電対を取り付け，目標加熱温度は

250℃とし，目標温度到達後に加熱を終了した． 

 加熱後にスクレーパーを用いて塗装を剥離した．実験供試体の外観を図-3に示す．高周波誘導加熱，電気抵

抗ヒーターいずれの場合においても素地鋼材が露出し塗装を剥離することができた．加熱前後の供試体の変形

計測結果を図-4に示す．高周波誘導加熱，電気抵抗ヒーターいずれの場合においても加熱による変形への影響

は小さいことが分かった． 

４．加熱による残留応力の変化 

 面外ガセット溶接継手（図-2）を供試体として，高周波誘導加熱装置を用いた加熱が残留応力に及ぼす影響

を検証した．幅 200mm の高周波誘導加熱コイルを供試体の縁から移動させ，図-2 に示す①~⑥の領域を加熱

した．加熱温度は 150℃，250℃とした． 

面外ガセットまわし溶接部近傍の残留応力分

布を図-5に示す．150℃加熱，250℃加熱のいず

れの場合も溶接部近傍の引張残留応力が圧縮に

転じていた．このメカニズムについては数値解

析などを通して明らかにする予定である． 
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表-1 加熱条件 

加熱装置 
温度 

（℃） 

加熱時間 

（分） 

保持時間 

（分） 

高周波 

誘導加熱 

150 0.38 

0.0 200 0.63 

250 0.95 

電気抵抗 

ヒーター 

150 26 

3.0 200 32 

250 57 
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図-1 塗装剥離後の供試体の様子 
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５．まとめ 

鋼橋の塗装剥離に適する加熱方法および温度条件を

検討するため，高周波誘導加熱および電気抵抗ヒータ

ーを用いて基礎的実験を実施した．得られた主な知見

を以下に示す． 

(1) 重防食塗装（C-5塗装系）を剥離するためには250℃

の加熱が適することが分かった．目標温度に達す

るまでの時間は高周波誘導加熱と電気抵抗ヒータ

ーとで大きく異なっていた． 

(2) 面外ガセット溶接継手に施した塗装を 250℃の加

熱により剥離することができた．その加熱に伴う

変形は小さいことを確認した． 

(3) 加熱により面外ガセットまわし溶接部近傍の引張

残留応力は圧縮に転じた．このメカニズムについ

ては検討を継続する． 
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図-3 塗装剥離後の供試体の様子 

（面外ガセット溶接継手） 
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図-2 面外ガセット溶接継手供試体寸法および加熱位置 

図-4 加熱による変形計測結果 

(a) 高周波誘導加熱 (b) 電気抵抗ヒーター 
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図-5 残留応力分布 
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